
 

 

 

 
  
 

11 月も高温で経過する見込み！ 

秋耕を行い、稲わらの腐熟を促進させましょう！ 
 
 

 

・稲わらを施用すると、土壌中の養分量が高まります。また、土壌が柔らかくなり、孔隙

率が高まるため、水分や空気を保持する機能が高まります。 
 

表１ 稲わらで土壌に還元される養分量（kg/10a）     表２ 稲わら施用による土壌物理性の変化 

窒素 リ ン 酸 カリ 石灰 苦土 鉄 ケ イ酸 

４ ２ １４ ３ ２ １ ６０ 

※稲わら由来のケイ酸の利用率は約 10~20% 

 

 
 

・稲わらは気温が 10℃以下になると分解が進まなくなります。稲刈り後はできるだけ早い

時期に 5 ㎝程度の浅耕を行い、腐熟促進を図りましょう。 

・石灰窒素や発酵鶏ふんの秋施用で、稲わらの腐熟が促進されます。ただし、石灰窒素は、

玄米粗タンパク質含有率が高まる場合があるので、連年の施用や、地力の高い圃場での

使用には注意が必要です。 

・つや姫の場合、石灰窒素の投入量は 10kg/10a を上限とし、必ず基肥の減肥を行いまし

ょう。（地力高、全量基肥栽培の場合、石灰窒素施用は控える） 

 

 
 

・春に稲わらの分解が急激に行われることで、土壌還元（ワキ）が進み、根が伸びにくく

なることで、稲の初期生育が抑制されます。 

 
 

 孔隙率（％） 貫入抵抗値(10cm) 

稲わら施用 ７２ ８～９ 

無施用 ６５ １３～１４ 
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稲わらの施用効果 

秋浅耕で稲わらの腐熟促進 

稲わらの分解が遅れると、、、 

 

LINE を活用した情報提供を行っています。 

QR コードを読み取り登録の上、ぜひご活用ください！ 
 


